
●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権推進係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888
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問 令和 8 年 町内の
事故・事件の発生状況

事故・犯罪
区分 7 月中 累計

人身事故 5 36

物損事故 67 512

空  き  巣 1 1

自販機狙い 0 0

万  引  き 0 10

オートバイ盗 0 0

自転車盗 0 4

車上狙い 1 1

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
、
被
災
地

の
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

　

令
和
8
年
熊
本
地
震
発
災
後
も
、
災
害
に
便

乗
し
た
犯
罪
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

審
に
感
じ
た
場
合
は
迷
わ
ず
警
察
や
、
消
費
生

活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
被
災
地
で
の
主
な
犯
罪
の
手
口

・�

避
難
の
た
め
に
不
在
と
な
っ
た
住
宅
へ
侵
入

し
、金
品
を
盗
む
。

・�

家
屋
の
修
理
業
者
を
装
い
、高
額
の
修
理
費
を

請
求
す
る
。

・�

公
的
機
関
な
ど
を
か
た
り
、義
援
金
の
募
集
を

名
目
に
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
。

■
便
乗
犯
罪
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

�・
短
時
間
の
外
出
で
も
必
ず
鍵
か
け
を
す
る
。

・�

不
審
者
・
不
審
車
両
を
目
撃
し
た
ら
、た
め
ら

わ
ず
に
１
１
０
番
に
通
報
す
る
。

・�

お
金
を
要
求
し
た
り
、契
約
を
急
が
せ
る
場
合

は「
詐
欺
」と
疑
い
、警
察
に
相
談
す
る
。

・�

義
援
金
は
信
用
で
き
る
団
体
を
通
し
て
送
る
。

地
震
に
便
乗
し
た
犯
罪
に
注
意
！

発生区分 7 月中 累計

火災

建物 0 2

車両 0 0

林野 0 1

その他 0 1

警戒出動 3 11

救急出動 204 1083

救助出動 1 7

令和 8 年
町内の火災等発生状況

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
む
絶
好
の
季
節
。
鮮
や
か
な
緑
や
秋

の
花
々
が
心
身
を
癒
や
す
一
方
で
、
こ
の
時
期

は
事
故
も
多
発
し
ま
す
。

■
発
生
し
や
す
い
事
故
の
事
例

・
脱
水
や
疲
労
で
行
動
不
能
に
陥
っ
た
。

・
下
山
を
急
ぐ
あ
ま
り
、転
倒
や
滑
落
を
し
た
。

・�

登
山
計
画
を
見
誤
り
、
到
着
が
遅
れ
日
没
し
、

道
を
見
失
っ
た
。

■
安
全
に
登
る
た
め
の
対
策

・�

事
前
に
天
候
や
道
順
を
確
認
し
、体
力
や
経
験

に
見
合
っ
た
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
る
。

・�

飲
料
水
や
食
料
、
雨
具
、
携
帯
電
話
、
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
必
要
な
装
備
を
携
行
す

る
。

・�
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い

た
め
、常
に
最
新
の
気
象
情
報

を
確
認
す
る
。

・�

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら

無
理
を
せ
ず
に
引
き
返
す
。

万
全
の
対
策
で
山
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う　

Vol.544

在放送中の朝ドラ
に登場する主人公

のモデルは、日本近代看護の先駆者であり、「日
本のナイチンゲール」と称された大

おお
関
ぜき
和
ちか
です。ち

なみに、大関らが学んだ「桜井女学校付属看護婦
養成所」の所長を務めていたのは、益城町が生ん
だ偉人、矢嶋楫子でした。
　当時、看護の仕事に就く人の多くが、男性に
比べて社会的な権利が十分に保障されていな
かった女性たちでした。また、看護は、病人や
けが人を対象とするため、衛生的な理由などか
ら「賎

いや
しい仕事」という偏見もありました。

　しかし、この養成所で学んだ女性たちは、日
本で初めての正規の教育と訓練を受け、名実と
もに「日本のナイチンゲール」として、看護とい
う仕事のイメージを覆し、「専門職」としての確

現 固たる地位を確立していきました。さらに、そ
の知識や技術を生かし、国民の脅威となる感染
症対策にも尽力しました。
　今日の看護師は、日常生活や社会機能を維持
していくうえで不可欠な職業（エッセンシャル
ワーカー）として認識され、性別に関わらず多く
の人が活躍しています。
　その基礎を築いたのは、性別による職業の限
定や職業差別の解消のために行動した女性たち
でした。そして、その実現のために養成所で指
導に当たった楫子の功績は計り知れません。
　楫子たちが目指したのは、誰もが自らの職業
に誇りを持てる社会、そして、職業差別や性別
による職業選択の自由が奪われることのない社
会です。私たちもそうした社会を築いていきた
いと強く願います。

「日本のナイチンゲールたち」

み
ま
か
り
し
夫
と
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ゆ
十
年
か
幼
か
り
し
孫

ら
そ
れ
ぞ
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出
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安
永　
守も
り
住ず
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孝た

か
子こ

十
年
目
ま
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も
大お
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荒
る
る
家
夫め

婦お
と
茶
碗
は
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残
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甲か
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ち
夫お
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た
わ
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惣
領　
清し

水み
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宏ひ

ろ
し

小
さ
め
に
咲
き
し
今
年
の
朝あ

さ
顔が

お
よ
酷
暑
に
耐
え

て
地
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に
耐
え
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木
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赤あ
か
城ぎ　
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織お
り

山
の
端は

を
遠
く
望
め
ば
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く
年と

せ
の
共
に
生
き
た
る

日
々
ぞ
恋
し
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馬
水　
増ま
す
田だ　
訓く

に
子こ

草
む
ら
に
咲
く
花
の
名
は
忘
れ
し
も
香
り
の
奥

に
遠
き
日
ぞ
あ
り　
　
　
安
永　
野の

中な
か　

三さ
ぶ

郎ろ
う

姿
無
き
季
語
を
求
め
て
歌
作
り
探
す
わ
れ
こ
そ

歌
に
な
り
け
り
　
　
　
　
馬
水　
増ま
す

岡お
か　

伸の
ぶ

野
や
山
を
駆
け
る
夢
み
て
ま
だ
わ
れ
の
ど
こ
か

に
元
気
の
こ
る
気
が
す
る　
惣
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垣か

き
野の　
幸こ

う
一い

ち

ス
ズ
サ
イ
コ
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に
咲
き
た
る
お
星
さ
ま
雨
降
る
今

朝
は
早
起
き
し
て
逢あ
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馬
水　
篠し

の
原は

ら　
晴は

る
美み

三
十
度
の
朝
に
あ
ふ
る
る
蝉せ

み
し
ぐ
れ
八や

十そ

路じ

の

吾わ
れ
の
命
湧
き
立
つ　
　
　
広
崎　
大お

お
原は

ら　
　
郁い

く

ふ
る
さ
と
の
盆
花
淡
く
虎と

ら
の
お
そ
う

尾
草

始
ま
り
の
ジ
ョ
ッ
キ
を
高
く
夏な
つ

祭ま
つ
り

安
永　
福ふ

く
山や

ま　
友と

も
子こ
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向な
た

水み
ず

と
て
あ
り
が
た
き
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蟹が
に

採
り

晩
夏
光
寡
黙
に
網
を
繕
ふ
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閑　
今い
ま

村む
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恒こ

う
心し

ん

炎
天
を
仰
ぎ
て
静
か
白し

ろ
む
く
げ

木
槿

蚊
を
叩た
た

く
手
を
取
り
合
ひ
ぬ
余
震
な
ほ

惣
領　
冨と
み

田た　
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ぶ
子こ

一
杯
の
水
は
お
守
り
熱
帯
夜

病び
ょ
う
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う
に
や
さ
し
く
揺
る
る
百さ

る
す
べ
り

日
紅
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阪さ
か
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由ゆ

美み

子こ

酷
暑
日
や
夫
の
工
夫
の
寝
床
な
り

福
富　
井い

手で　
悦え

つ
子こ

ブ
ラ
ジ
ル
に
負
け
て
も
サ
ッ
カ
ー
胸
を
張
れ

木
山　
本ほ
ん
田だ　
龍り

ゅ
う

子こ

揺
り
も
ど
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の
接つ

ぎ
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見
失
ひ

馬
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増ま
す
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伸の

ぶ
よ
し

よ
し
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